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講師 伊藤哲夫氏

日本政策研 究セ ンタ ー

代表

保守系民間シ ンクタ ンク と して国
内 ､ 国外 へ 政策立案､ 情報尭信等を幅

広く手懸ける ｡ 若手国会議員 号 地方議
員の 人材育成にも凄める｡
著書 ｢ 憲法 はかく して 作 られた｣
｢ 憲法 かく論ずべ し｣ ｢ 憲法神話の 呪

縛を超え て｣ ( 日本政策研究セ ンタ ー )
｢ 教育勅語の真実｣ ｢ 明治憲法の 真実｣
く致知出版社) など多数β

パ ネリス ト

阿部判基氏

昭和5 4 年石巻市生 まれ ｡

石巻市議会議員 2 期目
まちづくり促進特別 委員会副委員長 ｡

｢ 石巻市多文化 共生 プロ グラム｣ や
｢ しんぶん赤旗｣ 問題に 鋭く切込む ｡

ネ ッ トに よる情報発 信も積極的に 行
う最年少議員｡

コ
ー デ ィネ ー タ ー

渡辺ひろし氏

昭和 51 年仙台市太 白区生まれ ｡
早稲田 大学法学部卒｡

前防衛省防衛 大学校総合安全 保障
研究科特別研究員｡

｢渡辺ひろし⑳仙台偉人講座｣
太白区中央市民センタ ー

嘩
1 0 月 7 日 ･

火 1 9 二00 ～ 2 0 : 30
～ どうぞお越し下さい ～

第一 国は ､ 現憲法の制定過程を法案に基づ蕃勉強しまし定｡ 現憲法鵡草案

は､ 占領軍 G H 飢 鎚抱卵 - 2 8 数名のア嘉リカ人､ し恕も全員ガ憲法の素人に

よってたったの絢一 週間で作られ､ 国会審議に於いても 6 日∈= こ写蛋の 〒渉

を受けていたという事案を初めて知った参加者宅建なくありませゐでした ｡

第二回は､ 憲法閉内容につ いて勉強したい と思しほ す｡ 防衛 ゝ教育､ 家族ゝ

人権など､ 現 憲法が国家釣根幹を揺るがす森口何に危 険な憲法であるガを学

び
､ 議論奄深めた≪思います｡ 憲法改正 に賛成派竃 ､ 反対派も､ 分からなし1

派も､ 是非誓ってご参加下さい ｡

≡ 茸 9 月 2 3 日二火 ･

祝 ヰ 後 2 詩 ～ 5 詩

第1 部〆基調講演1 4 : 用
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1 5 :1 0 買 2 部 県民八
一

ネルデイスかルヨン1 5 :3 0 -

会 場 仙台市かルバ ー

6 階 第2 研修室 青葉区花京院 1 丁目 3 番 2 号

参加費
一

般 1 ,0 8 0 円 ･ 学生無料
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宮城ビジョジの会

後 援 産経 新開東北 線局

日本会議嘗城県本部
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勅 みスカッシよン 1 5 ‥30 _ 1 6 =5 5
初め誌 執 筆真峯加型めデイスカ 頭 ヨン督す さ4 召め聾壇蓄を含む参力□者全量

がパネリスト｡ 質疑応答も首 級 希望者による発看を原き､ 自由開運 な蕎諸寄深戯

急場覆お作りします ｡ 憲法改正に対するご意見を様々 慈立場からご披露下さいヱ

勿論､ 賛成壕封夜間し確せ毎ご萎加藤よりお待蚤概して縛ります甘

薯 壇 パネリスト 伊藤背走艮 百講師∋, 阿部利基氏 ( 石巻市商会議員㌦

木戸康子氏 ( 主婦) ､ 学生 t
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二こ･一夕 ‥ 渡辺ひ ろ し氏

｢第 一

回 県 民 の 集 い｣ 参か渚 の 声
▼ せ界情勢が 緊迫 して い る 咋率 ､

一 年 で′も早く蕎法改 正 を して 日本国 を守ら 馴ナれ
ばならな い と 思 い ま し た ｡ (6 0 代男性う ▼抑止 カ を高め て平和 を守 っ て下 き い ! 日

本人 が作 っ た日本 の 為･の 憲法 を! (
､
3 0 代男性

.
) ▲ 教場内で の､意見 の や り とりが有

る ピ 良 い と 思 い ま した 6 (7 日ヰ毛女 働 ▲ こ の■榛な場が敬 しか っ た竿す ｡ 三 今 日
.
は ピ て

も良 い 時間を頂 きま し- た ｡
今･ 後も後金 が あれ ば多か した い です Q､ ( 6 か代女性)




